


伊
勢
市
を
明
る
く
活
性
化
し

　

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
く
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
20
年
に
一
度
の
神
宮
式
年
遷
宮
の
年
で
す
。
各
地
域

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
白
石
持
行
事
に
向
け
て
着
々
と
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。「
エ
ン
ヤ
、
エ
ン
ヤ
」
の
掛

け
声
と
木
遣
り
唄
で
、
に
ぎ
や
か
に
伊
勢
の
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
伊
勢
市
駅
前
広
場
や
宇
治
山
田
駅
前
広
場
、
伊
勢
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
整
備
が
進
み
つ
つ
あ
る
ほ
か
、
民
間
に

よ
る
観
光
客
誘
客
の
た
め
の
整
備
も
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

伊
勢
市
全
体
が
元
気
で
明
る
く
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
を
お
守
り
す
る
市
長

の
使
命
と
し
て
、「
防
災
」「
医
療
」
を
重
点
に
、「
安
全
・
安
心
で

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
ま
し
た
。

　

防
災
面
で
は
、
津
波
対
策
と
し
て
学
校
へ
の
外
付
け
避
難
階
段

の
設
置
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
た

避
難
所
の
見
直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、
宮
川
の
早
急
な
治
水
対

策
な
ど
も
引
き
続
き
国
へ
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
勢

南
北
幹
線
道
路
の
開
通
も
実
現
し
ま
し
た
。

　

医
療
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
守
る
伊
勢
総
合

病
院
の
建
て
替
え
に
向
け
、
ご
議
論
を
い
た
だ
き
な
が
ら
着
実
に

進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
と
併
せ
、地
域
医
療
を
守
り
支
え
る
医
師
・

看
護
師
を
確
保
す
る
た
め
の
奨
学
金
制
度
を
創
設
し
、
そ
の
た
め

の
奨
学
基
金
も
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
お
気
持

ち
で
、
地
域
医
療
を
支
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
防
災
と
医
療
に
し
っ
か
り
と
取
り

組
み
、「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」
を
目
指
す
と
と
も
に
、「
笑
顔
あ

ふ
れ
る
子
ど
も
」
と
「
幸
せ
に
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
」

よ
う
な
「
笑
子
・
幸
齢
化
の
ま
ち
」
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
恵
ま
れ
た
自
然
や
悠
久
の
歴
史
・
文
化
を
守
り
、
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
「
心
豊
か
に
な
る
ま
ち
」「
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る

ま
ち
」
に
向
け
た
取
り
組
み
も
進
め
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
心

に
寄
り
添
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
ご

理
解
・
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
健
や
か
に
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

伊
勢
市
長　

鈴
木 

健
一

あいさつ
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市
民
の
皆
さ
ん
の
負
託
と
信
頼
に

　

応
え
ら
れ
る
議
会
づ
く
り
に
取
り
組
む

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
内
閣
府
か
ら
南
海
ト
ラ
フ
の
最
大
級
の
巨
大
地
震
が

発
生
し
た
際
の
被
害
予
測
が
発
表
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
大

き
く
上
回
る
も
の
と
な
り
、
防
災
対
策
の
抜
本
的
な
見
直
し
と
強

化
が
さ
ら
に
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
早
急
に
防
災
対
策
を

講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

伊
勢
市
に
お
い
て
は
、
防
災
対
策
を
は
じ
め
、
伊
勢
総
合
病
院

の
建
て
替
え
、
小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
、
伊
勢
市
駅
前
の
整
備

な
ど
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
将
来
に
わ
た
り
、
よ
り
安
全
に
安
心
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、
常
に
皆
さ
ま
の
視
点
に
立
っ
て
一
つ
一
つ
の
課
題

に
つ
い
て
真
摯
な
議
論
を
行
い
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
の
夏
に
は
お
白
石
持
行
事
が
行
わ
れ
、
秋
に
は
第

62
回
目
の
ご
遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
伊
勢
市
に
と
っ
て
大
変

重
要
な
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
ご
遷
宮
を
大
き
な
機
会
と

捉
え
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
来
勢
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
、

活
気
あ
ふ
れ
る
伊
勢
の
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
全
力
を
傾
注

い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
地
方
の
自
主
性
・
自
立
性
を
高
め
る

た
め
の
改
革
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
改
革
の
進
展
に
伴
い
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
代
表
と
し
て
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
議
会
の

役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
で
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
な
ど
、
議
会
に
対
す
る
期
待
は

さ
ら
に
高
く
な
っ
て
お
り
、
議
会
の
責
任
も
ま
す
ま
す
重
く
な
っ

て
き
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
常
に
議
会
改
革
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

行
政
の
監
視
役
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
皆

さ
ん
の
負
託
と
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
議
会
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
ま
し
て
、
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
明
る

く
希
望
の
持
て
る
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

伊
勢
市
議
会
議
長　

杉
村 

定
男

新春のご
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　朝熊山麓公園フットボール場が、新たに人工芝ピッチ２面とクラブハウスなどを新設し、「伊勢フッ
トボールヴィレッジ」として生まれ変わります。３月中は、完成記念イベント期間としてさまざまな
イベントが行われ、新設施設については４月１日㈪から一般の使用ができるようになります。
　また、既存施設の一部の使用料が３月１日㈮から変更となりますので、ご注意ください。

　新設施設の使用申し込みは、３月１日㈮から、
生涯学習・スポーツ課（小俣総合支所内）、電話、
インターネット（公共施設仮予約システム）で受け
付けます。
※インターネットでの申し込みについては、利用
　者登録が必要ですので、生涯学習・スポーツ課
　へ問い合わせてください。

■新設施設
○伊勢フットボールヴィレッジ・Ａピッチ（人工芝、
　屋外観覧席・夜間照明付き）
○伊勢フットボールヴィレッジ・Ｂピッチ（人工芝）
○クラブハウス（ロッカールーム、審判室、救護室、
　会議室）…Ａ・Ｂピッチに併設（使用料が必要）
○ロッカーハウス（ロッカールーム）…Ｅピッチに併
　設（使用料はＥピッチ使用料に含まれる）
■既設施設（３月１日から名称変更）
○伊勢フットボールヴィレッジ・Ｃピッチ（人工芝、
　夜間照明付き）…現在のＡピッチが名称変更
○伊勢フットボールヴィレッジ・Ｄピッチ（人工芝、
　夜間照明付き）…現在のＢピッチが名称変更
○伊勢フットボールヴィレッジ・Ｅピッチ（天然芝）
　…現在のＣピッチが名称変更

　Ａピッチの外周壁（内側）に設置する広告板
に広告を掲載する事業者を募集します。
広告の規格　縦115㎝×横360㎝、フルカラー
　　　　　　で、広告板にシートを貼り付ける
　　　　　　広告
広告掲載期間　１年間（３年まで延長可能）
※広告を貼る作業ができるのは３月１日㈮以降。
募　集　枠　18枠（先着順）
申 し 込 み　１月15日㈫以降、観光事業課へ
※シートの作成費・設置費は広告主負担です。
※広告料など詳しくは、市のホームページをご
　覧ください。

新設施設の申し込みは３月１日㈮から

伊勢フットボールヴィレッジ使用料（3月 1日以降）
ピッチ使用料 照明料金
市民

市民以外 半灯 全灯
一般 高校生以下

Ａピッチ 3,500 円 1,700 円 7,000 円 2,000 円 3,000 円

Ｂピッチ 3,000 円 1,500 円 6,000 円 － －

Ｃ・Ｄピッチ 2,000 円 1,000 円 4,000 円 2,000 円 3,000 円

Ｅピッチ　　 1,000 円 500 円 2,000 円 － －

※いずれも、１面・１時間当たりの使用料です。
※Ｂ・Ｅピッチには照明はありません。
※Ａ・Ｂピッチを使用できるのは 4月 1日以降です。

生涯学習・スポーツ課（☎㉒7891）

施設概要

広告板への有料広告を募集
観光事業課（☎㉑5566）

ロッカーハウス
（新設）

クラブハウス
（新設）

Eピッチ
（現：Cピッチ）
Eピッチ
（現：Cピッチ）
Eピッチ
（現：Cピッチ）

Cピッチ
（現：Aピッチ）
Cピッチ
（現：Aピッチ）
Cピッチ
（現：Aピッチ）

五十
鈴川

五十
鈴川

五十
鈴川

Aピッチ
（新設）
Aピッチ
（新設）
Aピッチ
（新設）

Bピッチ
（新設）
Bピッチ
（新設）
Bピッチ
（新設）

Dピッチ
（現：Bピッチ）
Dピッチ
（現：Bピッチ）
Dピッチ
（現：Bピッチ）

駐車場駐車場駐車場

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

朝熊山麓公園朝熊山麓公園朝熊山麓公園

広告板広告板広告板

完成イメージ図

Aピッチ

Bピッチ

使用可能時間　午前９時～午後10時

県営サンアリーナ

伊勢フットボールヴィレッジ
新たに２面オープン！！

伊勢フットボールヴィレッジ　位置図
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行政経営課（☎㉑5510）

　

市
で
は
、平
成
20
年
か
ら「
伊

勢
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」

の
受
け
付
け
を
開
始
し
、
伊
勢

の
ま
ち
を
愛
す
る
皆
さ
ま
が
胸

を
張
っ
て
自
慢
で
き
る
ま
ち
に

な
る
た
め
、
全
国
の
皆
さ
ま
に

愛
さ
れ
る
ま
ち
に
な
る
た
め
、

ふ
る
さ
と〝
伊
勢
〞を
元
気
に
す

る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
人
か

ら
伊
勢
市
を
応
援
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
寄
附
金
を
い
た

だ
く
際
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の

活
用
先
を
選
ん
で
も
ら
い
、
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

寄
附
金
の
活
用
先

・・
輝
く
観
光
都
市
を
目
指
し
た

交
流
づ
く
り

・・
豊
か
な
自
然
、
恵
ま
れ
た
資

源
を
守
り
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

・・
ひ
と
り
ひ
と
り
が
元
気
に
暮

ら
せ
る
社
会
づ
く
り

・・
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
づ
く
り

・・〝
気
持
ち
〞が
、
地
域
医
療
の

〝
充
実
〞に
な
る

※
他
の
活
用
先
を
指
定
す
る
こ

と
や
、
具
体
的
な
活
用
先
を
指

定
し
な
い
こ
と
も
可
能
で
す
。

いただいた寄附金の活用先（平成23年度実績）
寄附金の活用先  件数 金　額

輝く観光都市を目指した交流づくり 10件 698,214 円
豊かな自然、恵まれた資源を守り育てるまちづくり 11件 338,005 円
ひとりひとりが元気に暮らせる社会づくり 5 件 240,000 円
子どもたちが安心して生活できる環境づくり 5件 51,249 円
上記以外の活用先を指定 13件 1,987,145 円
具体的な活用先を指定しない 19件 1,560,000 円

計 63件 4,874,613 円
※「“気持ち”が地域医療の“充実”になる」については、平成 24年 11月か
　ら設けられたため、上表には入っていません。

　平成24年度は、11月末
時点で92件・14,321,152
円のご寄附をいただいて

います。

・・高校を卒業した後で地元伊勢市を離れて20年
　以上、人生の半分以上、故郷を離れて過ごし
　ていますが、伊勢市が住民にとって住みやす
　く、かつ訪れる観光客にも魅力的なまちとし
　て発展することを願っております。
・・高校まで伊勢で過ごし、東京・埼玉へ。やはり
　“伊勢”は心のふるさとです。伊勢神宮のまちと
　して、いつまでも昔の思い出を残すまちに。
・・伊勢は神宮しか行ったことがありませんが、
　送付していただいたパンフレットを見て、行
　きたい所が増えました。

皆さまからいただいた
伊勢市への応援メッセージ一部を紹介

します

ありがとうございます

皆さまからご協力をいただいています
伊勢市ふるさと応援寄附金

 ・ ・一度訪れたら再度訪れたいと思える場所でした。
・・わずかですが、貴市のためにお役立ていただ
　けたら幸いです。
 ・ ・これからもすてきな土地であり続けてください。
・・この夏、伊勢神宮へお参りしました。今般、
　パンフレットの送付をいただき、まだまだ知
　らないものがあるので、また遊びに行きたい
　です。
・・来年のご遷宮楽しみにしています。
  ・  ・いつまでも全国の人が「行ってみたい」と思う、
　きれいな自然が続くように。

7 広報いせ ●平成25年1月１日号



２月18日㈪から、市・県民税の申告と所得税の確定申告の受け付けが始まります。
申告書の書き方が分からない人は、市・県民税の申告相談会場や確定申告会場をご利用ください。

２月18日㈪

市・県民税の申告について…課税課市民税係（☎㉑5534）
所得税の確定申告について…伊勢税務署（☎㉘3191〔自動音声案内〕）

市・県民税の申告と
所得税の確定申告

から受け付け開始

　

平
成
25
年
度（
平
成
24
年
分
）

の
所
得
に
係
る
申
告
の
受
け
付

け
が
始
ま
り
ま
す
。

　

市
・
県
民
税
の
申
告
書
の
書

き
方
が
分
か
ら
な
い
人
は
、
申

告
相
談
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

場
合
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告

は
不
要
で
す
。 市

・
県
民
税
の
申
告

申
告
相
談
メ
イ
ン
会
場

　

申
告
相
談
メ
イ
ン
会
場
で
は
、

市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

の
相
談
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
場
で
申
告
書
を
作
成
し
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

２
月
18
日
㈪
〜
３
月
15

日
㈮（
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除

く
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
な
る
べ
く
午
後
４
時
ま
で
に

入
場
し
て
く
だ
さ
い
）

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館（
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
）・
２
階

申
告
相
談
サ
ブ
会
場

　

申
告
相
談
メ
イ
ン
会
場
へ
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
、

簡
易
な
申
告
を
対
象
に
、
各
総

合
支
所
・
各
支
所
管
内
で
巡
回

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
日
程
・
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、

「
広
報
い
せ
」
２
月
１
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

申告はお早めに

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で

市
税
の
手
続
き
を

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
と
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
地
方

税
に
関
す
る
手
続
き
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

対
象

・・
給
与
支
払
報
告
書
・
特
別
徴

収
に
関
す
る
手
続
き

・・
法
人
市
民
税
申
告
書
・
設
立

異
動
届

※
伊
勢
市
に
対
し
て
初
め
て
電

子
申
告
を
利
用
す
る
場
合
は
、

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.eltax.jp/

）
か

ら
利
用
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク（
☎
０

５
７
０

・

０
８
１
４
５
９
、
Ｉ

Ｐ
電
話
な
ど
の
場
合
は
☎
０
４

５
・
７
５
９
・
３
９
３
１
）
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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　e-Tax とは、インターネットを利用して、国税に
関する申告・納税・申請・届け出などができるシス

テムです。

　国税庁のホームページの「確定申告書等作成コー

ナー」でe-Tax を利用するための初期登録ができ、
作成した申告データをそのままe-Tax で申告するこ
とができます。

　画面の案内に従って金額を入力すれば税金が自動

計算されるなど、大変便利ですので、ぜひご利用く

ださい。また、申告に関するＱ＆Ａも掲載していま
すので、自宅で申告書を作成する場合や、手書きで

申告書を作成する場合にもご利用ください。

■e-Taxの特長
・・医療費の領収書や源泉徴収票などの添付を省略で

　きる（ただし、確定申告期限から５年間は、書類の

　提出または提示を求められることがあります）

・・本人の電子署名および電子証明書を併せて送信し

　た場合、最高3,000円の税額控除を受けることが
　できる（平成19～23年分の確定申告で、この税額
　控除を受けていない人のみ）

・・還付申告が早く処理される

　

確
定
申
告
書
の
書
き
方
が
分

か
ら
な
い
人
は
、
確
定
申
告
会

場
、
ま
た
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.nta.go.jp/

）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
還
付
申
告
書
は
１
月
１
日
㈷

か
ら
提
出
で
き
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告

確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

平
成
23
年
分
か
ら
、
公
的
年

金
等
に
係
る
雑
所
得
を
有
す
る

人
で
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金

額
が
４
０
０
万
円
以
下
、
か
つ

そ
の
他
の
所
得
が
20
万
円
以
下

の
場
合
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

※
こ
の
場
合
も
、
所
得
税
の
還

付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
控
除
が
あ
れ
ば
、
市
・
県

民
税
の
申
告
を
す
る
こ
と
で
税

額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

確
定
申
告
会
場

　

確
定
申
告
会
場
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
し
て
確
定
申
告
書

を
作
成
し
、
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

２
月
18
日
㈪
〜
３
月
15

日
㈮（
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除

く
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
な
る
べ
く
午
後
４
時
ま
で
に

入
場
し
て
く
だ
さ
い
）

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館（
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
）・
２
階

所得税の確定申告は

 e
イ ー タ ッ ク ス

-Taxで！
◆e-Tax利用開始のための手続き
①パソコン・インターネット環境などを準備する

②住民基本台帳カードを取得する（有効期限：発行日

　から10年間）
③電子証明書を取得する（有効期限：発行日から３年間）

④ＩＣカードリーダライタなどを取得・設定する

⑤開始届出書を提出し、電子証明書を初期登録する

　（オンラインで可能）

◆住民基本台帳カード・電子証明書取得の申
　請に必要な物
・・官公署発行の本人の写真付き身分証明書（運転免許

　証・パスポートなど）１点＋官公署発行の本人の写

　真付きでない身分証明書（健康保険証・介護保険証

　など）１点

　※上記の物を持っていない場合は、戸籍住民課へ

　　問い合わせてください。

・・発行手続料1,000円
　（住民基本台帳カード500円、電子証明書500円）
・・印鑑

問い合わせ先
　住民基本台帳カード・電子証明書について…戸籍

　住民課（☎㉑5547）
　e-Tax による申告、利用開始のための手続きにつ
　いて…伊勢税務署（☎㉘3191）
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11
月
３
日
㈷
、
日
頃
か
ら
市

勢
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
功
績

の
あ
っ
た
７
人
を
「
伊
勢
市
民

功
労
賞
」
に
表
彰
し
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
）

◆
多
年
学
校
歯
科
医
と
し
て
児

童
生
徒
の
口
腔
衛
生
管
理
に
尽

力
し
た

平
松
繁
子
さ
ん（
八
日
市
場
町
）

◆
多
年
学
校
薬
剤
師
と
し
て
児

童
生
徒
の
安
全
衛
生
管
理
に
尽

力
し
た

溝
井
博
司
さ
ん（
曽
祢
２
丁
目
）

◆
多
年
市
議
会
議
員
と
し
て
市

政
の
振
興
に
寄
与
し
た

中
川
幸
久
さ
ん（
御
薗
町
高
向
）

◆
多
年
消
防
団
活
動
に
献
身
的

に
尽
力
し
た

 

谷
忠
昭
さ
ん（
通
町
）

橋
村
吉
則
さ
ん（
河
崎
１
丁
目
）

北
村
敦
さ
ん（
樫
原
町
）

◆
公
益
の
た
め
多
額
の
御
寄
附

を
し
た

大
門
杉
子
さ
ん（
東
京
都
板
橋

区
）

秘書課（☎㉑5504）

伊勢市民功労賞
市勢の発展に尽力された

功労者を表彰

伊勢警察署長
栃木新一

伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

ミーポくん

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

平
素
は
、
防
犯
活
動
や
交
通

事
故
防
止
活
動
を
は
じ
め
、
警

察
行
政
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
昨
年
の
治

安
情
勢
と
今
年
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

　

ま
ず
、刑
法
犯
認
知
件
数（
犯

罪
情
勢
の
一
般
的
な
指
標
）は
、

４
年
ぶ
り
に
２
０
０
０
件
を
下

回
っ
た
平
成
23
年
に
続
き
、
平

成
24
年
は
１
５
０
０
件
以
下
に

抑
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
空
き
巣
狙
い
や
忍

び
込
み
と
い
っ
た
侵
入
盗
犯
が

増
加
し
た
ほ
か
、
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
振
り
込
め
詐
欺
や
、

子
ど
も
や
女
性
に
対
す
る
犯
罪

が
多
発
す
る
な
ど
、
社
会
的
に

弱
い
立
場
に
あ
る
人
が
被
害
を

受
け
る
事
例
が
後
を
絶
た
ず
、

地
域
住
民
の
不
安
を
解
消
す
る

ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
の

も
と
、
今
年
は
、「
県
民
と
共

に
築
く
安
全
で
安
心
な
地
域
社

会
」と
い
う
基
本
方
針
を
掲
げ
、

関
係
機
関
や
地
域
住
民
の
皆
さ

ま
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
犯
罪
抑
止
対
策
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

次
に
、
交
通
情
勢
は
、
平
成

24
年
中
の
交
通
死
亡
事
故
件
数

が
平
成
23
年
を
上
回
っ
た
ほ
か
、

交
差
点
や
そ
の
周
辺
に
お
け
る

出
合
い
頭
の
事
故
や
追
突
事
故

が
多
発
し
、
飲
酒
運
転
に
起
因

す
る
事
故
も
後
を
絶
た
な
い
と

い
う
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
た
め
、
伊
勢
警
察
署
で

は
、
今
年
も
引
き
続
き
、
悪
質
・

危
険
な
交
通
違
反
の
取
り
締
ま

り
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
に
対
す
る
安
全
教
育
や
啓

発
活
動
に
取
り
組
む
な
ど
、
交

通
事
故
の
無
い
、
安
全
で
安
心

な
交
通
社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
は
、
第
62
回
神

宮
式
年
遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
る

た
め
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
、
来
勢
者
の
安
全
と
安

心
を
確
保
す
る
た
め
の
警
備
対

策
に
万
全
を
期
す
こ
と
と
し
て

い
る
ほ
か
、
津
波
な
ど
の
大
規

模
災
害
に
備
え
た
対
策
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

結
び
と
い
た
し
ま
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
せ
で
希

望
に
あ
ふ
れ
た
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
あ
い
さ
つ
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市
で
は
、
災
害
発
生
時
に
自

力
で
の
避
難
が
困
難
な
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
者

が
、
地
域
の
支
援
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
災
害
時
要
援
護
者
登

録
制
度
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
要
援
護
者

か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
緊
急

時
に
連
絡
す
る
家
族
や
、
避
難

時
な
ど
に
支
援
し
て
も
ら
う
近

所
の
人
の
情
報
を
記
載
し
た
台

帳
を
作
成
し
、
そ
の
台
帳
を
自

治
会
、
自
主
防
災
組
織
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
消
防
団
、

消
防
本
部
が
共
有
し
、
災
害
時

の
避
難
支
援
に
役
立
て
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
実
に
は
、
近
所
の

人
の
協
力
が
得
ら
れ
に
く
い
と

い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
は
、
近
所
の
助

け
合
い
が
大
き
な
力
と
な
り
ま

す
。
災
害
が
発
生
し
そ
う
な
場

合
や
発
生
し
た
際
に
、
要
援
護

者
の
皆
さ
ん
に
情
報
を
伝
え
た

り
、
一
緒
に
避
難
す
る
な
ど
の

支
援
に
心
掛
け
て
い
た
だ
く
人

を
「
地
域
支
援
者
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　

地
域
支
援
者
に
つ
い
て
は
、

い
ざ
と
い
う
と
き
、
す
ぐ
に
支

援
が
で
き
る
よ
う
、
要
援
護
者

の
隣
近
所
の
人
に
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
普
段
か

ら
の
近
所
付
き
合
い
の
中
で
、

要
援
護
者
の
健
康
状
態
を
把
握

す
る
な
ど
、
非
常
時
の
支
援
に

役
立
つ
情
報
収
集
に
心
掛
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。
決
し
て
責
任

を
伴
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

災
害
時
に
は
、
隣
近
所
の
人

た
ち
も
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な

っ
て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

要
援
護
者
の
皆
さ
ん
も
、
自

分
の
身
は
ま
ず
自
分
で
守
る
と

い
う
考
え
で
、
次
の
こ
と
に
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

・・
隣
近
所
と
の
良
い
人
間
関
係

を
保
ち
ま
し
ょ
う

・・
避
難
訓
練
な
ど
に
な
る
べ
く

参
加
し
ま
し
ょ
う

・・
災
害
に
備
え
て
、
自
分
で
で

き
る
こ
と
は
自
分
で
行
う
よ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う

・・
災
害
が
発
生
し
た
り
、
発
生

が
予
想
さ
れ
る
と
き
に
、
自
分

か
ら
連
絡
す
る
方
法
が
あ
る
か

考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

登
録
制
度
を
よ
り
良
い
も
の

に
し
、
地
域
で
の
支
援
の
仕
組

み
を
作
る
た
め
、
左
表
の
団
体

が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
代
表
者
の
意
見
を

反
映
し
た
「
伊
勢
市
災
害
時
要

援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
全
体

計
画
」
を
策
定
し
、
新
た
な
登

録
制
度
を
始
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
新
た
な
制
度
で
は
、
要

援
護
者
一
人
一
人
の
「
個
別
支

援
プ
ラ
ン
」
を
、
要
援
護
者
と

地
域
支
援
者
、
地
域
の
団
体
・

組
織
な
ど
が
共
に
作
り
、
災
害

時
の
支
援
方
法
を
決
め
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
議
で
、
新
た
な
登
録

制
度
や
地
域
の
支
援
の
仕
組
み

の
基
礎
が
出
来
上
が
っ
た
と
し

て
も
、
地
域
の
ご
協
力
が
な
け

れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

要
援
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
日

頃
か
ら
地
域
の
人
と
の
交
流
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
隣
近

所
の
人
や
自
治
会
、
民
生
委
員

の
皆
さ
ん
は
、
要
援
護
者
が
交

流
し
や
す
く
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
共
に
ま
ち
づ
く

り
を
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

伊勢市災害時要援護者支援
ネットワーク代表者会議
会長　坂村春美さん

・・伊勢市民生委員・児童委員協
　議会連合会

・・伊勢市総連合自治会

・・伊勢市ボランティア連絡協議会

・・伊勢市老人クラブ連合会

・・伊勢市社会福祉協議会

・・伊勢市消防団

・・地域包括支援センター

・・伊勢・度会地区障害者相談支
　援センター「ブレス」

・・伊勢市介護保険サービス事業
　者連絡会　

・・伊勢保健福祉事務所（三重県）

災
害
に
備
え
る
た
め

地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
よ
う

長
寿
課
（
☎
㉑
５
５
５
９
）

〜
災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
〜

　

  
隣
近
所
の
皆
さ
ん
の

　

  
ご
協
力
を

　

 

要
援
護
者
の
皆
さ
ん
も

　

 

日
頃
の
備
え
を

  

災
害
時
要
援
護
者

  

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

  

新
た
な
制
度
を
検
討
中
！

伊勢市災害時要援護者
支援ネットワーク構成団体
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「伊勢市地産地消の店」
認定を希望する店を募集

　

市
で
は
、
地
産
地
消
を
推
進

す
る
た
め
、
市
内
産
の
農
林
水

産
物
を
食
材
と
し
て
取
り
扱
う

飲
食
店
な
ど
を
「
伊
勢
市
地
産

地
消
の
店
」
と
し
て
認
定
し
、

そ
の
飲
食
店
な
ど
の
地
産
地
消

に
関
す
る
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
認
定
さ
れ
て
い
る
の

は
47
店
舗
で
す
。

　

今
年
も
、
こ
の
取
り
組
み
に

賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
飲
食
店

な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

農林水産課（☎㉒0370）

　

 

な
ぜ
地
産
地
消
の
推
進
が

　

 

必
要
な
の
？

　

「
地
産
地
消
」
と
い
う
言
葉

自
体
は
、「
地
元
で
と
れ
た
も

の
を
地
元
で
食
べ
る
こ
と
」
を

意
味
し
ま
す
。
身
近
な
所
で
行

わ
れ
る
農
林
水
産
業
の
営
み

が
、
四
季
折
々
の
新
鮮
な
食
材

を
も
た
ら
し
、
き
れ
い
な
水
や

空
気
、
景
観
を
保
ち
、
食
材
を

作
る
人
と
食
べ
る
人
と
の
「
顔

が
見
え
る
関
係
」
も
生
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
各
地
で
「
地
産
地

消
」
の
取
り
組
み
が
活
発
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
運
動
に
対
す
る
皆

さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
防
災

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
３
）

１
月
17
日

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

１
月
15
日
〜
21
日

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

　

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

日
」
は
、
平
成
７
年
１
月
17
日

に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
に
よ
る
地
震
の
教
訓
と
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
理

解
・
協
力
を
深
め
る
た
め
に
定

め
ら
れ
た
日
で
す
。
ま
た
、
１

月
15
日
〜
21
日
は
「
防
災
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

全
国
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
駆
け
付
け
、
被
災
者
の
支

援
や
避
難
所
活
動
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
力
を
発
揮
し
ま

し
た
。
ま
た
、平
成
23
年
に
は
、

３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
や
三
重
県
内
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
９
月
の
台
風
12

号
に
お
い
て
、
数
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
に
駆
け
付

け
て
お
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

今
や
災
害
時
に
は
欠
か
せ
な
い

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
週
間
を
、
避
難
経
路
の

確
認
や
非
常
持
ち
出
し
品
の
チ

ェ
ッ
ク
な
ど
、
家
族
で
防
災
に

つ
い
て
「
話
し
・
考
え
・
実
践

す
る
」
良
い
機
会
と
捉
え
、
東

海
地
震
や
東
南
海
・
南
海
地
震

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

大
震
災
の
教
訓

・
津
波
か
ら
の
避
難

　

大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
り
、

津
波
警
報
を
聞
い
た
り
し
た

ら
、す
ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

・
わ
が
家
の
耐
震
性
チ
ェ
ッ
ク

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

多
く
の
家
屋
が
倒
壊
・
焼
失
し

て
い
ま
す
。家
が
倒
壊
し
て
は
、

避
難
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

家
屋
の
安
全
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

問
題
が
あ
れ
ば
修
理
や
補
強
を

し
ま
し
ょ
う
。

・
家
具
を
し
っ
か
り
と
固
定

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
発

生
が
早
朝
で
あ
っ
た
た
め
、
多

く
の
人
が
就
寝
中
に
家
具
な
ど

の
下
敷
き
と
な
り
ま
し
た
。
家

具
や
電
気
製
品
を
正
し
く
固
定

し
、
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

　

大
地
震
の
と
き
は
、
電
気
・

ガ
ス
・
水
道
・
電
話
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
ま

す
。
普
段
か
ら
非
常
持
ち
出
し

品
を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
ト
イ
レ
の
対
策

　

自
宅
や
避
難
所
で
生
活
す
る

際
、
非
常
に
困
る
も
の
の
一
つ

が
ト
イ
レ
で
す
。
水
洗
ト
イ
レ

が
使
用
で
き
な
い
こ
と
を
前
提

に
、
各
家
庭
で
緊
急
時
に
使
え

る
ト
イ
レ（
携
帯
ト
イ
レ
な
ど
）

を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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地
元
の
食
材
を
扱
う
お
店
を

  
認
定
し
ま
す

対
象
食
材　

市
内
で
生
産
・
採

取
さ
れ
た
農
林
産
物
、
市
内
の

漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
水
産

物
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
加
工
品

（
以
下「
伊
勢
市
産
品
」と
い
う
）

認
定
対
象
店　

市
内
に
店
舗
を

有
す
る
飲
食
店
、
宿
泊
施
設
、

食
品
加
工
事
業
所
、
直
売
所
、

小
売
店
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど

認
定
要
件

○
共
通
事
項

・・
店
内
の
表
示
や
メ
ニ
ュ
ー
な

ど
に
よ
り
、
地
産
地
消
と
伊
勢

市
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と

・・
認
定
内
容
を
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な
ど
で
紹
介

さ
れ
る
こ
と
を
承
諾
す
る
こ
と

○
飲
食
店
、
宿
泊
施
設
、
食
品

加
工
事
業
所
な
ど
の
場
合

・・
料
理
ま
た
は
弁
当
を
販
売
し

て
い
る
場
合
は
、
伊
勢
市
産
品

を
お
お
む
ね
年
間
通
し
て
使
用

し
、
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に
そ
の
旨

の
表
示
を
し
て
い
る
こ
と

・・
食
品
を
加
工
し
て
い
る
場
合

は
、
製
造
す
る
加
工
食
品
の
主

た
る
材
料
に
伊
勢
市
産
品
を
使

用
し
、
そ
の
旨
の
表
示
を
し
て

い
る
こ
と

○
直
売
所
、
小
売
店
、
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
場
合

・・
伊
勢
市
産
品
の
売
り
場
を
設

け
、
そ
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
の
表

示
を
し
て
い
る
こ
と

申
し
込
み　

１
月
21
日
㈪
〜
２

月
19
日
㈫
に
、
応
募
用
紙
を
農

林
水
産
課
へ

※
応
募
用
紙
は
、
農
林
水
産
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※
認
定
は
、
消
費
者
・
生
産
者
・

農
林
水
産
物
の
流
通
業
者
・
認

定
対
象
業
種
の
代
表
者
で
組
織

す
る
「
伊
勢
市
地
産
地
消
の
店

認
定
委
員
会
」
で
行
い
ま
す
。

※
認
定
後
は
、「
広
報
い
せ
」

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

す
る
ほ
か
、
認
定
証
や
認
定
店

に
配
布
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
・
ポ

ス
タ
ー
・
の
ぼ
り
な
ど
で
Ｐ
Ｒ

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
産
地
消
に
係
る
予
算
額
〔
平
成

24
年
度
〕

  

76
万
２
千
円

　

人
権
意
識
を
高
め
、
人
権
尊

重
の
精
神
を
育
て
る
た
め
、
市

内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、

人
権
尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
４
２
５
点
の
応
募
が

あ
り
、
審
査
の
結
果
、
市
長
賞

9
点
と
会
長
賞
１
０
１
点
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

市
長
賞
の
9
点
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

人
権
尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー

市
長
賞
・
会
長
賞
が
決
定

一人ひとりが一人ひとりが
輝くために輝くために
一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑5546）

予
算
額〔
平
成
24
年
度
〕

  

約
27
万
円

青木 美心
（神社小１年）

髙屋 舞佳
（明倫小２年） 森井 夏未

（明倫小３年）

濱口 新奈
（有緝小４年） 瀨木 啓夢

（小俣小５年）

⻆谷 真菜
（修道小６年）

小南 希帆
（厚生中１年）

中野 杏香
（港中２年） 森 育子

（宮川中３年）
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次
の
資
源
物
は
、
市
内
各
所

の
公
共
施
設
や
資
源
拠
点
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
取
り
扱
い
ま
す
。

※
施
設
に
よ
っ
て
取
り
扱
う
資

源
物
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
清
掃
課
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

て
ん
ぷ
ら
油

・・
植
物
性
食
用
油
以
外
の
物
は

回
収
容
器
に
入
れ
な
い
で
く
だ

さ
い

乾
電
池

・・
ボ
タ
ン
電
池
な
ど
を
含
み
ま

す蛍
光
管

・・
水
銀
入
り
体
温
計
を
含
み
ま

す

・・
同
じ
よ
う
な
ボ
ト
ル
類
で

も
、
素
材
に
よ
っ
て
「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
」
や
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
」
な
ど
出
し
方
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
識
別
マ
ー

ク（
左
図
参
照
）を
ご
確
認
く
だ

さ
い

清
掃
課
（
☎
㉑
５
５
４
３
）

　

最
近
、
燃
え
る
ご
み
や
資
源

物
の
中
に
異
物
が
混
入
し
て
い

る
事
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

資
源
物
を
処
理
す
る
過
程
で
、

混
入
し
た
異
物
を
取
り
除
く
作

業
を
効
率
的
に
行
い
、
ま
た
、

危
険
物
の
混
入
に
よ
る
収
集
・

処
理
時
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

正
し
い
分
別
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

資
源
物
の
分
け
方
・
出
し
方

缶
・
金
属
類

・・「
金
属
類
」に
は
、白
熱
電
球
・

小
型
電
化
製
品
・
複
合
素
材
の

物
な
ど
を
含
み
ま
す

・・
長
い
辺
が
60
㎝
未
満
の
物

（
収
集
車
が
回
収
で
き
る
物
）に

限
り
ま
す

・・
異
物
の
混
入
が
特
に
目
立
つ

品
目
で
す
の
で
、
出
す
前
に
し

っ
か
り
と
確
認
し
て
く
だ
さ
い

分
別
に
ご
協
力
を

分
け
方
・
出
し
方
の
注
意
点

資
源
び
ん

・・「
ガ
ラ
ス
・
く
ず
び
ん
類
」

と
の
分
別
を
徹
底
し
て
く
だ
さ

い・・
農
薬
な
ど
の
薬
品
を
入
れ
て

再
利
用
し
た
び
ん
は
、「
缶
・

金
属
類
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い

紙
・
布
類

・・
お
菓
子
の
紙
箱
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ

ー
の
箱
な
ど
、
紙
マ
ー
ク（
右

図
参
照
）
の
あ
る
物
は
、「
紙

類
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い

・・
窓
付
き
封
筒
の
ビ
ニ
ー
ル
・

内
側
が
ア
ル
ミ
加
工
さ
れ
た
飲

料
用
紙
パ
ッ
ク
・
ラ
ミ
ネ
ー
ト

加
工
紙
な
ど
は
、「
燃
え
る
ご

み
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い

・・
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
布
団
・
ぬ
い

ぐ
る
み
な
ど
は
、「
燃
え
る
ご

み
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

ガ
ラ
ス
・
く
ず
び
ん
類

・・「
ガ
ラ
ス
・
く
ず
び
ん
類
」

に
出
せ
る
の
は
、ガ
ラ
ス
食
器
・

板
ガ
ラ
ス
な
ど
の
ガ
ラ
ス
の
み

で
で
き
て
い
る
製
品
で
す

・・
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
製
品
は

「
缶
・
金
属
類
」
で
す

陶
磁
器
類

・・「
ガ
ラ
ス
・
く
ず
び
ん
類
」

が
混
入
し
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い

※
資
源
物
を
袋
な
ど
に
入
れ
た

ま
ま
回
収
容
器
に
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

※
資
源
拠
点
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
地
域
の
回
収
日
以
外
の
日

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
資
源

物
を
一
度
に
出
せ
て
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 

公
共
施
設
で
回
収
し
て
い
る 

 

資
源
物

※
詳
し
く
は
、「
伊
勢
市（
23
年

度
版
）
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

方
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「ペットボトル」へ

「プラスチック製
容器包装」へ

資源拠点ステーション
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し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
元
の
子
ど
も

た
ち
に
外
宮
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
「
外
宮
さ
ん
ち
び
っ
こ

博
士
グ
ラ
ン
プ
リ
」
や
、
８
月

１
日
と
大
み
そ
か
の
夜
に
は
ろ

う
そ
く
の
明
か
り
事
業
、
着
物

で
御お

か

ぐ

ら

神
楽
を
上
げ
る
「
外
宮
さ

ん
参
り
」、
祝
日
以
外
に
も
神

宮
の
重
要
な
祭
り
の
際
に
国
旗

を
掲
揚
す
る
な
ど
、
小
さ
な
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、
ど
れ
も
継

続
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
外
宮
さ
ん
に

ほ
ほ
笑
ん
で
い
た
だ
け
る
ま

ち
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

外
宮
参
道
発
展
会
は
、
伊
勢

市
駅
か
ら
外
宮
ま
で
の
約
４
０

０
メ
ー
ト
ル
の
外
宮
参
道
で
店

を
経
営
し
て
い
る
人
、
ま
た
は

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
55

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
私
た
ち
の
宝
は
外
宮
さ
ん
」

で
あ
り
、
そ
の
外
宮
に
ふ
さ
わ

し
い
ま
ち
に
し
、
ま
た
外
宮
を

よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
、
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
、
微
力
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

外
宮
で
毎
日
行
わ
れ
て
い
る

「
日ひ

別ご
と

朝あ
さ

夕ゆ
う

大お
お

御み

饌け

祭さ
い

」
に
対

し
毎
日
献
灯
を
掲
げ
、
通
行
す

る
人
た
ち
に
気
持
ち
良
く
感
じ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
花
や
草

木
の
手
入
れ
、
道
路
清
掃
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り

深
い
参
拝
に
つ
な
が
る
よ
う
、

観
光
交
流
拠
点
「
伊
勢
菊き

く

一い
ち

」

で
の
案
内
や
、
古
事
記
の
神
話

を
基
に
し
た
神
話
占
い
を
設
置

年
度
ご
と
に
行
う
一
つ
一
つ
の

事
業
が
目
標
と
な
り
ま
す
。

　

い
く
つ
も
の
目
標
を
達
成
し

て
成
果
を
出
し
て
い
く
こ
と
で
、

最
終
的
に
目
的
を
達
成
で
き
る

（
ま
た
は
目
的
達
成
に
近
づ
く
）

の
で
す
。

　

「
目
的
」
と
い
う
言
葉
は
、

文
字
通
り
、
的
を
目
指
す
と
い

う
こ
と
で
す
。と
い
う
こ
と
は
、

「
目
標
」
と
い
う
言
葉
は
、
目

指
す
べ
き
と
こ
ろ（
目
的
）に
向

か
う
た
め
の
標
し
る
べ

を
指
す
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の

目
的
は
、
市
民
活
動
団
体
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
活
性
化
に
よ
り
、
市
民

の
交
流
が
活
発
に
な
り
、
福
祉

が
増
進
さ
れ
、
ま
ち
が
豊
か
に

な
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
、

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
い
せ
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
磨
き
を
掛
け
て
運
営
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、こ
れ
ま
で
と
同
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
市
民
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、
目

的（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）で
あ
る
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
。

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.43

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
⑳
４
３
８
５
）

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料
〔
平
成
24
年
度
〕

　
　
　
　
　

１
２
３
５
万
２
千
円

利
用
人
数
〔
平
成
23
年
度
〕

６
万
３
４
１
９
人

パルティ４コマ劇場
パ
ル
テ
ィ
、

今
年
の
目
標
は
？

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
挑
戦
し
ま
す
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
は

来
年
か
ら
に
す
る
よ
…
。

外
宮
参
道
発
展
会
　

会
長　

山
本
武
士
（
☎
㉘
４
９
３
３
）

「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
」
や

「
筋
ト
レ
」
で
体
を

鍛
え
て
…
と
。

お
ま
ん
じ
ゅ
う
を
持
っ
て

き
た
け
れ
ど
、
ど
う
し
よ

う
！
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ト ピ ア だ よ り
生涯学習センターいせトピア（☎㉑0900）

まな坊

　

今
月
号
で
は
、
い
せ
ト
ピ
ア

で
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
の

紹
介
と
、
い
せ
ト
ピ
ア
新
春
ま

つ
り
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

指
定
管
理
委
託
料
〔
平
成
24
年
度
〕

　

７
８
０
０
万
円

利
用
者
数
〔
平
成
23
年
度
〕

　

約
18
万
２
千
人

　

「
み
え
ア
ロ
ハ
フ
ラ
」
の
講

師
・
中
世
古
和
代
さ
ん
は
、
生

涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
の
普
及
活
動
を
津
市
で

３
年
間
、
伊
勢
市
で
15
年
間
、

熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
生
涯
学
習
の
出
前
講
座

と
し
て
、
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
て
い
る
、
60
歳
以
上

の
人
が
対
象
の
「
は
つ
ら
つ
教

室
」
や
四
郷
・
北
浜
地
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
も
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
い
せ
ト
ピ
ア
で
活
動

し
て
い
る「
み
え
ア
ロ
ハ
フ
ラ
」

は
、
ハ
イ
ビ
カ
ス
・
テ
ィ
ア
レ
・

ヒ
ナ
ノ
と
い
う
名
の
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、
会

員
数
は
全
体
で
１
０
０
人
を
超

え
る
そ
う
で
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
の
目
標
は
、

年
に
何
度
か
あ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
発
表
会
に
積
極
的
に
参
加
す

る
こ
と
で
す
。各
グ
ル
ー
プ
は
、

伊
勢
市
民
芸
能
祭
や
市
民
ダ
ン

 

み
え  

ア
ロ
ハ  

フ
ラ

ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、そ
し
て
、

い
せ
ト
ピ
ア
で
開
催
さ
れ
る
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お

い
て
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
良
い
と
こ
ろ

は
、
年
を
取
っ
て
い
て
も
簡
単

に
始
め
ら
れ
、
無
理
な
く
続
け

ら
れ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

同
会
の
代
表
で
あ
る
古
布
啓

子
さ
ん
は
、「
フ
ラ
ダ
ン
ス
を

す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
自
分
が

き
れ
い
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の

訳
は
、「
人
前
で
踊
る
こ
と
が
、

常
に
自
分
自
身
の
身
だ
し
な
み

に
注
意
を
払
う
こ
と
に
な
る
か

ら
」
だ
そ
う
で
す
。
普
段
歩
く

と
き
の
姿
勢
や
動
作
の
一
つ
一

つ
に
と
て
も
気
を
配
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
ね
。

　

今
年
７
年
目
の
奥
田
美
枝
子

さ
ん
は
、
観
光
文
化
会
館
で
行

わ
れ
る
市
民
芸
能
祭
に
初
め
て

参
加
し
た
と
き
、「
私
の
よ
う

な
素
人
が
大
き
な
舞
台
で
踊
れ

た
！
」
と
感
じ
、
と
て
も
良
い

思
い
出
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、「
今
ま
で
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
は
、
先
生
が
私
た

ち
の
体
力
に
合
う
よ
う
、
振
り

付
け
を
柔
軟
に
考
え
て
く
だ
さ

る
か
ら
で
す
。
た
と
え
ば
ク
ル

ッ
と
１
回
転
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
き
で
も
、
目
が
回
ら
な

い
よ
う
半
回
転
ず
つ
の
振
り
付

け
に
変
更
し
て
く
れ
る
な
ど
、

本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
い
う
き
め
細
か
い
指
導
が
あ

っ
て
こ
そ
、
年
齢
を
重
ね
て
も

毎
年
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
よ
」
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
５
年
目
の
矢
田
寿
美

子
さ
ん
は
、「
毎
日
が
と
て
も

楽
し
い
で
す
ね
。
な
ぜ
な
ら
、

家
で
も
鏡
の
前
で
練
習
す
る
の

で
す
が
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
音

楽
を
聴
く
だ
け
で
も
癒
や
さ
れ

る
し
、
も
と
も
と
姿
勢
が
良
く

な
か
っ
た
私
で
す
が
、
こ
う
し

て
練
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
普

段
か
ら
姿
勢
に
気
を
付
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
本
当

に
う
れ
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

取
材
日
は
、
い
せ
ト
ピ
ア
の

多
目
的
ホ
ー
ル
に
20
人
が
集
ま

り
、
柔
軟
体
操
や
基
本
ス
テ
ッ

プ
を
順
番
に
練
習
し
て
い
ま
し

た
。
中
世
古
先
生
の
き
び
き
び

と
し
た
号
令
の
も
と
、
全
員
が

に
こ
や
か
な
笑
顔
で
楽
し
そ
う

に
踊
っ
て
い
る
姿
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
ま
さ
に
生
涯
学

習
の
真
髄
を
見
せ
て
い
た
だ
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
一
つ
で
良
い
の

で
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
続
け

て
い
ら
れ
る
も
の
を
持
ち
た
い

も
の
で
す
ね
。

（
い
せ
ト
ピ
ア
特
派
員　

岡
田
満
）
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10:30～11:30、13:00～15:00
　・　・ぬりえコーナー
　・　・子ども講座の作品展示
　・　・ゲームコーナー
　・　・マジック体験

い せ ト ピ ア

※一部材料費が必要なコーナーがあります。

１月６日㈰ 午前10時～午後３時 入場無料

1階 2階 3階

　　・各コーナーの参加者には体験
　　済みスタンプを押し、スタンプ
　　３つ以上で、ポップコーンがもら
　　えます（先着 300人）
　　・工作などは材料が無くなり次
　　第、終了します

伊勢市行政チャンネル
広報広聴課（☎㉑5515）

特集番組
　市の重要課題や市政に関する情報を、リポーターの進行

により担当職員の解説を交えながらお伝えします。

1/1 ～ 31　市長インタビュー（16日からは文字解説付き）
放送時間　午前６時・8時・11時・午後1時・4時・6時・
　　　　　9時・11時～

（デジタル123ch）

番組制作・放送予算額〔平成24年度〕　2,393 万 5千円

アイティービーコミュニティチャンネル
㈱アイティービー（☎0120・270・089）

アイティービー・トピックス
 ・ ・月曜日 ･水曜日・金曜日の午前 7時に更新し、奇数時間
　の 0分から放送します。
※毎週日曜日は 1週間のニュースをまとめてお伝えします。

企画番組（内容が更新される週を掲載しています）

1/5 ～11　年寄万歳～百歳になったら～、プレゼントく
ださい！、宮川インフォメーション、横井三千のお店に

Go！、Z－ NAVIGATION　1/12 ～ 18　ぐるぐるグルメ、
放課後クラブ、ナナちゃんのお店紹介、この店行っとこ！

1/19 ～ 25　8 ミリフィルムに残る風景、伊勢音楽堂、もっ
と！水の惑星紀行、桂三弥と愉快な仲間のメッチャあそび

より　1/26～2/1　美し国の時間、日本の暮らしのぞき箱、
歴史街道、近場ぐるっとハンター

（デジタル121ch）

おしらせ番組
　各課からのお知らせや市民活動団体・ボランティア団体

の情報などをお伝えします。（毎週土曜日更新）

放送時間　午前7時・9時・正午・午後2時・5時・7時・
　　　　　10時・翌日午前0時～

ケーブルテレビ
番組案内

10:30～11:30、12:30～15:00
　・　・さおり織り体験
　・　・那智黒石の加工
10:30～11:30、13:00～15:00
　・　・写真シール作り
　・　・伝統工芸 組みひも体験
　・　・茶道体験
　・　・ウッドアート
　・　・紙こま作り
　・　・でんでん太鼓
　・　・花の首飾り
　・　・飾りたこ
　・　・積んであそぼう
　・　・スタンプラリー

10:00～10:20
　オープニングイベント
　・・小俣離宮院太鼓
10:30～11:30、13:30～14:30
　・・子どもピアニスト体験
10:30～11:30、12:30～15:00
　・　・ごみ分別クイズ
11:30～12:30
　・・もちつき大会（※）
13:00～15:00
　・・綿菓子（先着150人）
13:00～（無くなり次第終了）
　・・災害時炊き出し訓練（※）
13:30～14:30
　・・大かるた大会
　※もちつき大会と炊き出し訓練
　　 は、ごみ減量のため、箸と皿・
    　 おわんを持参してください。
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シ
リ
ー
ズ

情
報
調
査
室
（
☎
㉑
５
５
４
８
）

公
共
施
設
に
つ
い
て

　

市
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
高
度

経
済
成
長
期
以
降
、
こ
れ
ま
で

に
小
・
中
学
校
や
集
会
施
設
、

公
営
住
宅
な
ど
多
く
の
施
設
を

整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
「
公
共
施

設
」
と
し
て
、
学
習
の
場
、
交

流
の
場
、
生
活
の
場
、
手
続
き

を
行
う
場
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
生
活
を
支
え
る
大
切
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

 考
えよう！

公
共
施
設
の
維
持
・
更
新
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

市が保有する公共施設の建築年別整備状況

　現在、市が保有する公共施設を建築年別に分

け、その床面積を合計したグラフです。

　現存する公共施設の多くが昭和40～50年代に
建てられたことが分かります。

S44
以前

S45

～

S49

S50

～

S54

S55

～

S59

S60

～

H1

H2

～

H6

H7

～

H11

H12

～

H16

H17

～

H21

行
い
、
四
季
折
々
の
風
情
あ
ふ

れ
る
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新

設
し
た
学
習
室
で
は
、
映
像
を

ご
覧
い
た
だ
い
た
り
、
図
書
を

自
由
に
閲
覧
し
て
い
た
だ
い
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
月
１
回
美
術
講

座
を
開
催
し
、
参
加
者
か
ら
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
月
２
回
の
土
曜
日
に
は
、

「
な
ん
で
も
相
談
タ
イ
ム
」
を

開
設
し
、
美
術
に
関
わ
る
質
問

に
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

　

伊
藤
小
坡
は
、
明
治
10
年
、

猿
田
彦
神
社
の
宮
司
の
娘
と
し

て
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
古
事

記
・
日
本
書
紀
・
源
氏
物
語
な

ど
の
古
典
に
親
し
み
、
郷
土
の

画
家
・
磯
部
百

ひ
ゃ
く

鱗り
ん

に
絵
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
、
京
都
に
出
て
森

川
曽そ

文ぶ
ん

、
の
ち
に
谷
口
香こ

う

嶠き
ょ
う

に

師
事
し
て
、
京
都
を
代
表
す
る

画
家
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

特
に
昭
和
３
年
、
竹
内
栖せ

い

鳳ほ
う

に
師
事
し
て
か
ら
は
、
爽
や
か

で
美
し
い
美
人
画
を
た
く
さ
ん

描
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
伊
藤
小し

ょ
う

坡は

美
術

館
」
の
森
本
孝
さ
ん
か
ら
の
情

報
で
す
。

伊勢まるごと

博物館
だより⑨

文化振興課内・伊勢まるごと博物館
ネットワーク会議事務局（☎㉒7885）

　

猿
田
彦
神
社
の
西
側
に
あ
る

牛う
し

谷た
に

坂
を
登
っ
て
行
く
と
左
側

に
見
え
る
土
蔵
の
よ
う
な
建
物

が
伊
藤
小
坡
美
術
館
で
す
。
梅

や
桜
、
紅
葉
な
ど
、
四
季
ご
と

に
姿
を
変
化
さ
せ
る
木
々
に
囲

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

同
館
は
、
本
格
的
な
美
術
館

活
動
を
展
開
す
る
美
術
館
と
し

て
、
平
成
23
年
４
月
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ロ
ビ
ー
を
展
示
室
に
改
修
し
、

展
示
点
数
を
約
２
倍
に
し
、
さ

ら
に
、
年
４
回
の
展
示
替
え
を

所 在 地　宇治浦田2丁目4-65
電話番号　㉒2554
開館時間　9:30～16:00
休 館 日　月曜日
　　　　　（祝日の場合はその翌日）

入 館 料　一般 300円
　　　　　大学生・高校生 200円
　　　　　小・中学生 100円

伊藤小坡美術館

 

１
月
４
日
㈮
〜
３
月
17
日
㈰

 

新
春(

冬)

の
常
設
展

　

伊
藤
小
坡
の
代
表
作
で
あ
る

「
烈れ

つ

女じ
ょ

形か
た

名な

の
妻
」、「
平
家
大だ

宰ざ
い

府ふ

落お
ち

」、「
秋あ

き

好
こ
の
む

中
ち
ゅ
う

宮ぐ
う

図ず

」、

「
伊
賀
の
つ
ぼ
ね
」、「
幻
想
」、

「
乳め

の

と人
浅あ

さ

岡お
か

」
と
と
も
に
、
新

春
の
雰
囲
気
あ
ふ
れ
る
小
坡
の

「
萬ま

ん

歳ざ
い

楽ら
く

」、「
紅
梅
」
な
ど
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
画
家

が
、
猿
田
彦
大お

お

神か
み

を
中
心
に
神

々
を
描
い
た
作
品
も
展
示
し
ま

す
。

伊賀のつぼね
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し
か
し
、
そ
の
多
く

が
老
朽
化
し
、
間
も
な

く
更
新
の
時
期
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
維

持
・
更
新
の
た
め
の
費

用
が
自
治
体
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
と
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
公
共
施
設
が
、
こ

れ
か
ら
の
人
口
減
少
や

ニ
ー
ズ
に
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
、
伊
勢
市
だ
け
で

な
く
全
国
的
な
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
第
一
歩
と
し
て
、
市

が
保
有
す
る
施
設
の
全
体
像
を〝
見
え
る
化
〞し
た
「
伊
勢
市
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、今
後
、公
共
施
設
の
課
題
・
問
題
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

建築後の経過年数

　現在保有する

公共施設の建築

後の経過年数を、

床面積の割合で

まとめたグラフ

です。4割以上が
30年以上を経過
しています。

　白書は、伊勢図書館・

小俣図書館などや市のホ

ームページでご覧いただけ

ます。また、情報調査室（市

役所本館・２階）で販売し

ています。

規格／Ａ４判・290ページ
金額／2,300円

開館時間  午前 9時～午後 7時

伊勢図書館  ☎㉑ 0077・FAX ㉑ 0078
休館日  毎週水曜日、第 2金曜日
　　　  12 月 29日㈯～ 1月 4日㈮

指定管理委託料  1 億 2,060 万円（平成 24年度）
入館者数  49 万 4,984 人（平成23年度）

小俣図書館  ☎㉙ 3900・FAX㉙ 3902　
休館日  毎週火曜日、第 2金曜日
　　　  12 月 29日㈯～ 1月 4日㈮

図書館
行こう！
へ

時とき  所ところ  対対象  内内容  定定員  料料金  申申し込み

伊勢図書館
 おはなし会
時毎週土曜日、午後２時30分～
所１階・おはなしコーナー
内絵本や紙芝居などの読み聞かせ

 あかちゃんえほんのじかん
時１月24日㈭、午前11時～
所２階・視聴覚室
内赤ちゃん絵本の紹介や読み聞かせ、手遊びなど

 上映会
時１月13日㈰、午後１時30分～
所２階・視聴覚室
内「アヒルと鴨のコインロッカー」（110分）

 図書館司書の製本教室
時２月３日㈰、午後1時30分～
所２階・視聴覚室
対中学生以上
内本のつくりを学びながら、小さいノートの製本をし
ます

定 15人（先着順）
申１月19日㈯から、直接・電話・ファクスで同館へ

小俣図書館
 おはなし会
・・赤ちゃんおはなし会　１月10日㈭、午前11時～
・・たんぽぽおはなし会　１月12日㈯、午後3時～
・・ピッポの会・紙芝居　１月20日㈰、午前11時～
※場所は、１階・おはなしのへやです。

 上映会
時１月19日㈯、午後２時～
所２階・視聴覚室
内世界名作劇場「母をたずねて三千里」〔完結版〕（アニ
メ、90分）

 図書館おはなし会＆工作
時１月26日㈯、午後３時～
所１階・おはなしのへや
対３歳～小学生（就学前の子どもは保護者同伴）
内おはなしを読んだ後、節分にちなんだ工作をします

 へーびっくりカルタ大会
時１月14日㈷、午後２時～
所２階・会議室
対小学生
内みんなから募集したカルタを使って、ゲームをします
※事前申し込みは不要です。
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健康課（☎㉗2435）

ウォーキングルート情報
■距　離：約3.4㎞
■時　間：約45分
■歩　数：約5,000歩
■心拍数：約110拍/分（最大心拍数の約55～60％）
■起　伏：緩やかに有り
■エネルギー消費量：体重１㎏当たり約4.0㎉
■自覚的運動強度：楽である
■特　徴：広い歩道、倉田山公園横断

生涯学習センターいせトピア生涯学習センターいせトピア生涯学習センターいせトピア

双康幼稚園双康幼稚園双康幼稚園

伊勢学園伊勢学園伊勢学園

トイレトイレトイレ

松尾観音寺松尾観音寺松尾観音寺

倉田山入口倉田山入口倉田山入口

西池西池西池 東池東池東池

鹿海町鹿海町鹿海町

黒瀬町黒瀬町黒瀬町

ホテルホテルホテル

歩道が広く歩きやすいです歩道が広く歩きやすいです歩道が広く歩きやすいです

宇治山田商業高校宇治山田商業高校宇治山田商業高校

飲食店飲食店飲食店公園公園公園

野口みずき選手
顕彰記念碑
野口みずき選手
顕彰記念碑
野口みずき選手
顕彰記念碑

倉田山公園
野球場
倉田山公園
野球場
倉田山公園
野球場

スーパースーパースーパー

芝生広場芝生広場芝生広場

スタート／ゴールスタート／ゴールスタート／ゴール

3km  3km  3km  

1km  1km  1km  

2km  2km  2km  

23
国 道

ROUTE

市内のウォーキングコースを紹介⑩

～野口みずき金メダルロード周辺コース～

・・老化防止
　　歩くことで足の筋肉が活発に働き、大脳が刺激さ
　れます。その刺激により脳細胞が活性化し、老化
　を遅らせ、若さを持続させます。
・・肥満防止
　　多くの酸素を体内に取り入れ、効率良く体脂肪を
　燃焼させることができるため、肥満を防止します。
　また、減量にも効果的です。

・・ストレス解消
　　歩くことにより自律神経のバランスが整えられま
　す。また、屋外を歩き景色を眺めることで、気分的
　なリフレッシュ効果が得られます。
・・生活習慣病予防
　　血中脂質・血糖値などが改善されます。
・・骨粗しょう症対策
　　歩くことにより無理なく骨に刺激が加わり、骨が
　強化されるとともに骨の老化を防ぐことができます。

ウォーキングの主な健康効果

体重60㎏の人がこのコースを
ウォーキングした場合
エネルギー消費量240㎉

　　 おにぎり約1.5個分が消費されたことになります
（おにぎり１個〔100g・具なし〕168㎉で換算）

他のコースは、市のホームページ「くらしのガイド」－「健康」
に掲載しています。

「おすすめウォーキングマップ」（平成24年3月発行）を健康課
（福祉健康センター内）で配布しています。ぜひご活用くだ
さい。
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　2009年の薬事法改正により、コンビニエンススト
アなどでも、登録販売者を配置すれば、一般用医

薬品の販売ができるようになりました。しかし、全

ての一般用医薬品を販売できるわけではありませ

ん。登録販売者が販売できない物はどれでしょう。

①第１類医薬品　②第２類医薬品
③第３類医薬品

　店で物を購入するのは、売買契約に当たります。

では、ガスや電気を使うために行う契約を何とい

うでしょう。

①賃貸借契約　　　②供給契約
③旅客運送契約　　④贈与契約

　　　　薬を販売する専門家には、薬剤師と登録

販売者があります。登録販売者は、2009年の薬
事法改正の際に新設された資格で、都道府県が行

う試験に合格し、登録されることになっています。

　一般用医薬品は、安全上のリスク（危険度）の程

度により第１～３類に分類されています。最もリ

スクのある第１類医薬品については薬剤師が、第

２・３類医薬品については薬剤師または登録販売

者が販売できます。

　適切な薬を選ぶため、薬を選ぶ際は、薬剤師・

登録販売者への相談をお勧めします。

　　　　①賃貸借契約は、賃料を支払って車や土

地・建物などを借り、これらを利用する契約です。

③旅客運送契約は、運賃を支払って電車やバスな

どに乗る契約で、通常は乗車券の売買により成立

します。④贈与契約は、財産などを「無償であげ

ます」「もらいます」の合意で成立します。

　契約というと通常、契約書や署名・押印を連想

しますが、契約は原則として口約束でも成立しま

す。契約とは、法律でルールが決められている約

束ですから守らなければなりません。一度契約す

ると簡単には解約できません。契約はよく考えて

慎重に行いましょう。

Ｑ１の正解は①

Ｑ２の正解は②

解説

解説

クイズの答え

クイズ

Ｑ２．契約関係

Ｑ１．生活知識

伊勢市消費生活センター予算額〔平成24年度〕　797万7千円（うち県補助金556万8千円）

伊勢市消費生活センター（☎㉑ 5717）

教えて
相談員さん！！

シリーズ消費生活

広
告
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課（
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）〔
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〕

予
算
額
は
、
す
べ
て
平
成
24
年
度
分
で
す
。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

左
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ

り
料
理

参
加
費　

３
０
０
円（
当
日
持

参
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

予
算
額　

30
万
円
（
60
回
分
）

ヘルスメイト料理講習会

とき ところ 定員
（先着順）

１月 15日㈫ 小俣保健センター 35人
１月 19日㈯ 福祉健康センター 30人
１月 24日㈭ 福祉健康センター 30人

１月 25日㈮ ハートプラザみその 30人
三津コミュニティセンター 20人

※いずれも時間は、午前 9時 30分～午後 1時です。

不
妊
治
療
医
療
費
を
助
成

対
象
治
療　

医
師
が
必
要
と
認

め
た
一
般
不
妊
治
療
ま
た
は
特

定
不
妊
治
療

要
件

・・
法
律
上
の
夫
婦
で
あ
る

・・
治
療
を
受
け
た
人
が
、
治
療

期
間
お
よ
び
申
請
日
に
市
内
に

住
所
を
有
す
る

※
所
得
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

助
成
内
容　

不
妊
治
療
医
療
費

の
自
己
負
担
額
と
、
申
請
に
必

要
な
証
明
書
作
成
費
用
の
合
計

金
額（
三
重
県
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
の
助
成
を
受
け
て

い
る
場
合
は
そ
の
助
成
額
を
差

し
引
く
）の
２
分
の
１（
限
度
額

は
１
年
度
に
つ
き
10
万
円
）

※
１
年
度
に
つ
き
１
回
の
み
、

通
算
５
回
ま
で
を
限
度
と
し
ま

す
。

申
請
方
法　

平
成
24
年
度
分
の

申
請
は
、
平
成
25
年
３
月
29
日

㈮
ま
で
に
、
次
の
物
を
持
参
し

健
康
課
へ

・・
伊
勢
市
不
妊
治
療
医
療
費
助

成
金
交
付
申
請
書

・・
伊
勢
市
不
妊
治
療
医
療
費
に

か
か
る
医
療
機
関
等
証
明
書

・・
夫
婦
の
保
険
証

・・
医
療
機
関
な
ど
が
発
行
し
た

領
収
書（
原
本
）

・・
印
鑑

・・
振
込
先
と
な
る
申
請
者
名
義

の
預
金
通
帳

・・
三
重
県
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
決
定
通
知
書（
交
付
を

受
け
た
人
の
み
）

※
３
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
に
受

診
予
定
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
申
請
書
な
ど
は
同
課
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

離
乳
食
教
室

と
き　

①
１
月
18
日
㈮
・
②
21

日
㈪
、
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

①
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
、
②
小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
①

生
後
６
カ
月
ま
で
、
②
生
後
７

〜
11
カ
月
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
①
初
期
〜
中

期
、
②
後
期
〜
完
了
期
）
の
お

話
と
試
食

定
員　

①
30
人
、
②
25
人（
い

ず
れ
も
先
着
順
）

申
し
込
み　

１
月
４
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

予
算
額　

１
０
０
０
万
円
（
う
ち

県
補
助
金
50
万
円
）

予
算
額　

34
万
２
千
円
（
16
回
分
）

　

左
表
の
と
お
り
、
定
員
に
満

た
な
か
っ
た
日
程
の
再
募
集
を

行
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、「
広
報
い
せ
」
12
月
１
日

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
集
団
検
診

再
募
集

乳がん・子宮がん集団検診の再募集

検診日 検診場所
募集数（先着順）
乳がん 子宮がん

午前 午後 午後
 1 月 17 日㈭ ハートプラザみその 5人 － －

 1 月 21日㈪ 中央保健センター 12人 － －

 2 月  4 日㈪ 中央保健センター 34人 － －

 2 月 18日㈪ 小俣保健センター 13人 － －

 2 月 25日㈪ 中央保健センター 38人 － －

 3 月  1 日㈮ 二見老人福祉センター 30人 4人 8人
 3 月  4 日㈪ 中央保健センター 39人 － 14人
午前…午前 10時～ 11時、午後…午後 1時～ 2時 30分
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主な相談など

とき ところ とき ところ

①子育て相談 ②成人健康相談・成人栄養相談（成人栄養相談は要予約）

１月  ８日㈫
 ９:30～ 11:00

中央保健センター
１月  ９日㈬  ９:30～ 11:00 小俣保健センター

13:30 ～ 15:00 １月 10 日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその

１月 11 日㈮

１月 15 日㈫

10:00 ～ 11:30 四郷地区コミュニティセンター １月 17 日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター

 ９:30～ 11:00
ハートプラザみその

１月 23 日㈬  ９:30～ 11:00 二見老人福祉センター

13:30 ～ 15:00 ③エイズ検査

１月 18 日㈮ 10:00 ～ 11:30 城田地区コミュニティセンター 毎週火曜日  ９:00～ 11:00 伊勢保健福祉事務所
（県伊勢庁舎内）

１月 22 日㈫
 ９:30～ 11:00

小俣保健センター
毎月第2火曜日 17:30 ～ 19:00

13:30 ～ 15:00 ④こころの健康相談（要予約）

１月 24 日㈭ 13:00 ～ 15:00 県志摩庁舎

対象　①②市内在住の人、③④県内在住の人
問い合わせ　①②健康課（☎㉗ 2435）、③④伊勢保健福祉事務所（☎㉗ 5148）

予算額　子育て相談（102回分）178万 8千円、成人健康相談（48回分）102万 9千円〔うち国・県補助金32万 2千円〕

診療時間 診療科目
■左表以外の診察
　救急医療情報センター
　　（☎㉘ 1199、☎ 0800-100-1199〔音声自動案内〕）
　医療ネットみえのホームページ
　　http://www.qq.pref.mie.lg.jp/
■子どもの急な病気や事故・薬に関する小児科医師による電話相談
　相談時間　毎日、19:30 ～ 23:30
　電話番号　みえ子ども医療ダイヤル
　　　　　　　（☎＃ 8000、☎ 059-232-9955）

休日

日曜日・祝日・
  12/31 ～ 1/3
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00

内科・小児科・歯科

夜間 毎日
19:30 ～ 22:00

内科・小児科
（平日夜間は内科のみ）

内科・小児科（☎㉕ 8795）、歯科（☎㉗ 0829）

休日・夜間応急診療所（八日市場町）

予算額　1 億 885 万 2千円（うち他町分担金・診療所収入 9,541 万円）

  

認
知
症
の
中
に
は
、
毎
日
の

生
活
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
予

防
し
た
り
進
行
を
防
い
だ
り
で

き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

脳
を
生
き
生
き
さ
せ
る
こ
つ

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と
き　

２
月
１
日
㈮
・
７
日
㈭
、

午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

で
受
講
経
験
が
な
い
人（
受
講

経
験
が
あ
る
人
で
も
認
知
症
の

心
配
が
あ
る
人
は
、
相
談
に
応

じ
ま
す
）

内
容　

認
知
症
予
防
の
た
め
の

生
活
チ
ェ
ッ
ク
、
脳
の
イ
キ
イ

キ
度
チ
ェ
ッ
ク（
浜
松
二
段
階

方
式
）、
脳
刺
激
体
験
な
ど

定
員　

25
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

眼
鏡（
必
要
な
人
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

認
知
症
を
楽
し
く
予
防

脳
活
性
化
教
室

（
２
日
間
コ
ー
ス
）

予
算
額　

８
万
５
千
円
（
３
回
分
）

遺品整理遺品整理
広
告
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参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

募 

集

　

市
で
は
、
市
役
所
が
分
か
り

や
す
く
親
し
み
や
す
い
も
の
と

な
る
よ
う
、
市
役
所
本
館
・
１

階
ロ
ビ
ー
に
総
合
案
内
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
も
、
市
民
目
線

で
親
し
み
や
す
く
、
よ
り
良
い

総
合
案
内
に
し
て
い
く
た
め

に
、
次
の
と
お
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
日
時　

４
月
１
日
〜
平
成

管
財
契
約
課（
☎
21
５
５
２
６
）

市
役
所
総
合
案
内

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
を
募
集

26
年
３
月
31
日
の
市
役
所
開
庁

日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

活
動
内
容　

問
い
合
わ
せ
に
応

じ
て
各
課
へ
の
案
内
を
行
う

募
集
期
間　

１
月
７
日
㈪
〜
28

日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
課
へ
問
い
合

わ
せ
る
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
明
る
く
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
推
進
す

る
た
め
、
小
俣
町
内
に
保
健
福

祉
会
館
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
申
請
の
受
け
付
け
や
、

施
設
の
管
理
運
営
を
し
て
い
た

だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

を
施
設
ご
と
に
募
集
し
ま
す
。

対
象
施
設　

本
町
・
元
町
・
明

野
・
宮
前
・
湯
田
の
各
保
健
福

祉
会
館

活
動
日
時　

４
月
１
日
〜
平
成

小
俣
総
合
支
所
生
活
福
祉
課

（
☎
22
７
８
６
２
）

保
健
福
祉
会
館
管
理
業
務

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
を
募
集

26
年
３
月
31
日
の
施
設
開
館
日
、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

活
動
内
容　

施
設
利
用
の
申
請

受
け
付
け
、
施
設
の
清
掃
・
管

理
な
ど

募
集
期
間　

１
月
７
日
㈪
〜
28

日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
課
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
が
自
ら
進
ん
で
本
を

手
に
取
り
、
読
書
を
楽
し
く
充

実
し
た
も
の
と
感
じ
、
生
涯
に

わ
た
る
読
書
習
慣
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
第

２
次
伊
勢
市
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
計
画
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
21
日
㈮
〜
１

月
21
日
㈪（
必
着
）

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
22
７
８
８
６
）

第
２
次
伊
勢
市
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画(

案)

へ
の

意
見
を
募
集

提
出
方
法　

住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
意
見
を
記
入（
様
式

は
自
由
）
し
、
直
接
ま
た
は
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

同
課（
〒
519

－

0592 

小
俣
町
元
町

５
４
０
、
FAX
㉓
８
６
４
１
、
ア

ド
レ
スkyo-syougai@

city.ise.

m
ie.jp 

）へ

案
の
閲
覧

　

計
画
案
は
、
意
見
募
集
の
期

間
中
、
同
課
、
総
務
課
、
市
役

所
本
館
・
１
階
市
民
ホ
ー
ル
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各

支
所
、
伊
勢
図
書
館
、
小
俣
図

書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い

せ
ト
ピ
ア
、
二
見
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
ま
す
。

広
告
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市
で
は
、
平
成
21
年
３
月
に

「
伊
勢
市
食
育
推
進
計
画
」
を

策
定
し
、
食
育
に
関
す
る
活
動

や
普
及
啓
発
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
計
画
の
計
画
期
間
が

平
成
24
年
度
で
終
了
す
る
た

め
、
第
２
次
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
計
画
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
21
日
㈮
〜
１

月
21
日
㈪（
必
着
）

提
出
方
法　

住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
意
見
を
記
入（
様
式

は
自
由
）
し
、
直
接
ま
た
は
郵

送･

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

健
康
課
・
こ
ど
も
課
・
商
工
労

政
課
・
農
林
水
産
課
・
学
校
教

育
課
の
い
ず
れ
か
へ

※
意
見
提
出
先
の
所
在
地
・
フ

ァ
ク
ス
番
号
・
ア
ド
レ
ス
は
、

計
画
案
の
閲
覧
場
所
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課（
☎
22
７
８
８
２
）

第
２
次
伊
勢
市
食
育
推
進

計
画（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

案
の
閲
覧

　

計
画
案
は
、
意
見
募
集
の
期

間
中
、
健
康
課（
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー
）、
こ
ど
も
課
、
商
工

労
政
課
、
農
林
水
産
課
、
学
校

教
育
課
、
総
務
課
、
市
役
所
本

館
・
１
階
市
民
ホ
ー
ル
、
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
、各
支
所
、

伊
勢
図
書
館
、
小
俣
図
書
館
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ

ア
、二
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

各
市
立
小
・
中
学
校
、
各
幼
稚

園
、
各
保
育
所
、
小
俣
保
健
セ

ン
タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て

授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で
す
。

　

「
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学

を
卒
業
し
た
い
」「
学
び
を
楽
し

み
た
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
、
幅
広
い
世
代
・
職
業

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
９
・
２
３
３
・
１
１
７
０
）

平
成
25
年
４
月
入
学

放
送
大
学
学
生
を
募
集

の
人
た
ち
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間　

２
月
28
日
㈭
ま
で

※
資
料
が
必
要
な
人
は
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
連
絡
す
る
か
、
放
送

大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.ouj.ac.jp/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

試
験

試
験
種
類

・・
甲
種
…
特
・
１
・
２
・
３
・

４
・
５
類

・・
乙
種
…
１
・
２
・
３
・
４
・

５
・
６
・
７
類

試
験
日　

３
月
３
日
㈰

試
験
場
所　

三
重
大
学

消
防
本
部
予
防
課（
☎
25
１
２
６
８
）

消
防
設
備
士
試
験

申
込
期
間　

１
月
10
日
㈭
〜
21

日
㈪（
電
子
申
請
の
場
合
は
１

月
７
日
㈪
〜
18
日
㈮
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
三

重
県
支
部（
☎
０
５
９
・
２
２

６
・
８
９
３
０
）

※
受
験
願
書
は
、各
消
防
本
部
・

各
消
防
署
・
各
県
民
セ
ン
タ
ー
・

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
三

重
県
支
部
に
あ
り
ま
す
。

広
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試
験
日　

３
月
12
日
㈫

試
験
場
所　

松
阪
高
等
学
校

試
験
内
容　

面
接
・
作
文

出
願
期
間　

２
月
22
日
㈮
〜
27

日
㈬

※
２
月
３
日
㈰
・
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
に
、
学
校
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。（
１
週
間
前
ま

で
に
電
話
予
約
が
必
要
）

松
阪
高
等
学
校

（
☎
０
５
９
８
・
３
０
・
５
３
０
０
）

松
阪
高
等
学
校

通
信
制
課
程
入
試

催
し
物

　

伊
勢
市
の
魅
力
を
再
発
見
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お

り
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

２
月
16
日
㈯
、
午
前
９

時
〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

尾
崎
咢
堂
記
念
館
、

山
田
奉
行
所
記
念
館
、
伊
勢
河

崎
商
人
館

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
ま

す
の
で
、
午
前
９
時
ま
で
に
市

役
所
裏
へ
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　

各
施
設
の
担
当
者
に
よ

る
展
示
説
明

定
員　

25
人（
先
着
順
）

教
育
総
務
課
内
・
伊
勢
市
ま
ち
づ

く
り
市
民
会
議
第
２
分
科
会（
人

権
・
教
育
・
文
化
）事
務
局

（
☎
22
７
８
７
６
）

伊
勢
再
発
見
！

博
物
館
へ
行
こ
う
!!
④

伊
勢
公
共
職
業
安
定
所（
☎
27
８
６

０
９
）

伊
勢
商
工
会
議
所（
☎
25
５
１
５
１
）

就
職
面
接
会

と
き　

１
月
20
日
㈰
、
午
前
10

時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

講
師　

ワ
ッ
タ
イ
さ
ん（
タ
イ

出
身
、
現
在
は
市
内
在
住
）

定
員　

24
人（
先
着
順
）

参
加
費　

１
２
０
０
円（
同
協

市
民
交
流
課
内
・
伊
勢
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局（
☎
21
５
５
４
９
）

世
界
の
料
理
パ
ー
テ
ィ
ー

（
タ
イ
編
）

会
会
員
は
８
０
０
円
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
布
巾
、

筆
記
用
具

申
し
込
み　

１
月
９
日
㈬
〜
17

日
㈭
に
、
同
事
務
局
へ

※
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
詳
し
く
は
、

同
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

伊
勢
志
摩
地
域
で
音
楽
活
動

を
通
し
て
ま
ち
の
活
性
化
を
図

る
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

が
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

の
た
め
、「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
Ｌ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
〜
私
た
ち
に
も
で
き
る

こ
と
３
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
岩

手
県
山
田
町
の
復
興
活
動
を
応

援
し
ま
す
。

と
き　

１
月
26
日
㈯
、
午
後
２

時
〜
７
時

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館（
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
）・
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　

５
０
０
円

※
入
場
料
の
一
部
は
、
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
☎
20
４
３
８
５
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
Ｌラ

イ

ブ

Ｉ
Ｖ
Ｅ

と
き
・
内
容
・
定
員　

左
表
の

と
お
り

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

講
師　

金
川
久
恵
さ
ん（
日
本

Ｆ
Ｓ
Ｓ
協
会
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
、
㈶
日
本
体
育
協
会
公

認
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
認
定
育
成

員
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢（
☎
28
１
２
６
６
）

ス
ト
レ
ッ
チ

無
料
体
験
教
室

ストレッチ無料体験教室
内容 とき 定員

子供と楽しく！

FSS親子ストレッチ
2 月 3日㈰・24日㈰
10:00 ～ 11:00

各 30組
（先着順）

姿勢から美と健康を！

姿勢改善
FSSストレッチ

2 月 6日㈬・20日㈬
19:30 ～ 20:30

各 50人
（先着順）

申
し
込
み　

１
月
21
日
㈪
〜
２

月
８
日
㈮
に
、
電
話
で
文
化
振

興
課（
☎
㉒
７
８
８
５
）へ

装
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス

タ
オ
ル
、
上
履
き
、
飲
み
物

申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話

で
サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
へ

※
両
方
の
教
室
に
参
加
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

と
き　

１
月
30
日
㈬
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

伊
勢
商
工
会
議
所
・

５
階
大
ホ
ー
ル

対
象　

中
・
高
年
齢
の
再
就
職

希
望
者
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職

希
望
者
、
既
に
学
校
を
卒
業
し

て
い
る
未
就
職
者

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
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お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
市
立
小
・
中
学
校

の
体
育
施
設
を
開
放
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
22
７
８
９
１
）

学
校
の
体
育
施
設
の
利
用

　

平
成
25
年
４
月
〜
平
成
26
年

３
月
に
施
設
の
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
、
事
前
に
登
録
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
登
録

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

２
月
１
日
㈮
〜
15

日
㈮

申
請
先

・・
旧
伊
勢
市
の
学
校
…
各
学
校

・・
二
見
町
の
学
校
…
二
見
公
民

館・・
小
俣
町
の
学
校
…
小
俣
総
合

体
育
館

・・
御
薗
町
の
学
校
…
御
薗
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

使
用
料（
照
明
を
使
用
し
た
場

合
の
み
必
要
）　

上
表
の
と
お

り使
用
料
収
入〔
平
成
24
年
度
予

算
額
〕　

７
０
０
万
円

※
施
設
開
放
委
託
料
・
光
熱
水

費
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

学校の体育施設の利用
施設 学校名 使用料

体育館

小俣小、明野小、御薗小、倉田山中、
五十鈴中、厚生中、宮川中、港中、
二見中、小俣中、御薗中

全面：1,000 円 /2 時間
片面：500円 /2 時間

上記以外の小・中学校 全面：500円 /2 時間

運動場
宮川中、二見中、小俣中 全面：1,000 円 /1 時間
御薗小 全面：500円 /1 時間

テニスコート 小俣中、御薗中 1コート：300円 /1 時間
※学校行事や市の行事が行われるときは利用できません。
※学区内にある団体を優先します。

　

市
が
保
有
す
る
下
表
の
土
地

を
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売

却
し
ま
す
。

入
札
参
加
条
件　

一
定
の
参
加

資
格
を
満
た
す
個
人
・
法
人（
入

用
地
課（
☎
21
５
５
６
２
）

市
有
地
を
売
却

札
保
証
金
が
必
要
）

申
し
込
み　

１
月
28
日
㈪
〜
２

月
１
日
㈮
に
、
申
込
書
・
添
付

書
類
を
直
接
同
課
へ

入
札
日　

２
月
６
日
㈬

※
入
札
が
不
調
と
な
っ
た
物
件

は
、
入
札
日
の
翌
日
か
ら
先
着

順
で
売
却
し
ま
す
。

※
入
札
案
内
は
、
同
課
・
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

市有地を売却
所在地 面積 地目 最低売却価格

伊勢市宮川 1丁目
296番 8 294.04㎡ 宅地 6,410,000 円

伊勢市二俣 2丁目
218番 51 606.04㎡ 宅地 25,000,000 円

伊勢市二俣 2丁目
218番 52 606.00㎡ 宅地 21,500,000 円

※いずれも用途地域は第一種住居地域、建ぺい率 60％、容積率 200
　％です。

　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
は
、
１
月
31

日
㈭
ま
で
に
償
却
資
産
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
電
子
申
告

　

市
で
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ（
地

方
税
の
電
子
申
告
）
を
導
入
し

て
お
り
、
従
来
は
紙
で
行
っ
て

い
た
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い

て
、
自
宅
や
事
務
所
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
手
続

き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

eltax.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク（
☎
０

５
７
０
・
０
８
１
４
５
９
）
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

償却資産とは？
　会社や個人で工場・商店・飲食店・

農業・アパート経営などをしている人

が、その事業のために所有している構

築物・機械・器具・備品などの固定資

産のことです。（例：ビニールハウス、

受変電設備、アスファルト舗装、大型

特殊自動車、パソコン、事務机、エア

コン、厨房設備、看板など）

償
却
資
産
保
有
状
況
の
調
査

　

よ
り
適
正
・
公
平
な
課
税
を

す
る
た
め
、
償
却
資
産
の
保
有

状
況
に
つ
い
て
、
実
地
調
査
ま

た
は
固
定
資
産
台
帳
の
郵
送
に

よ
る
簡
易
調
査
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

課
税
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
21
５
５
３
３
）

償
却
資
産
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く
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医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両

方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

て
負
担
し
た
金
額
を
「
高
額
医

療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」

と
し
て
払
い
戻
し
ま
す
。

対
象
世
帯　

医
療
保
険
と
介
護

保
険
の
両
方
の
自
己
負
担
を
し

て
い
る
世
帯

払
戻
金
額　

１
年
間（
平
成
23

年
８
月
〜
平
成
24
年
７
月
）
に

支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
世
帯
内
の
自
己
負
担
額
の

合
計
額
か
ら
、
下
表
の
自
己
負

担
限
度
額
を
差
し
引
い
た
金
額

※
医
療
保
険
と
は
、
国
民
健
康

保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
…
医
療

保
険
課
国
民
健
康
保
険
給
付
係

（
☎
21
５
６
４
６
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

…
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合（
☎
０
５
９

・

２
２
１

・

６
８

８
４
）、
医
療
保
険
課
福
祉
医
療
係

（
☎
21
５
５
５
２
）

介
護
保
険
に
つ
い
て
…
介
護
保
険

課（
☎
21
５
５
６
０
）

高
額
医
療･

高
額
介
護
の

費
用
負
担
を
軽
減

被
用
者
保
険
な
ど
で
す
。

※
同
じ
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
別
に
計
算
し
ま
す
。

※
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

金
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合

は
、
払
い
戻
し
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
方
法　

１
月
下
旬
以
降
に

払
戻
金
額
を
計
算
し
、
該
当
者

に
通
知
し
ま
す
の
で
、
申
請
書

を
医
療
保
険
課
へ

※
平
成
23
年
８
月
〜
平
成
24
年

７
月
に
、
次
の
事
項
に
該
当
す

る
人
は
、
通
知
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
人
は
、
医
療
保
険
課
ま

た
は
介
護
保
険
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

・・
転
入
・
転
出
を
し
た

・・
他
の
医
療
保
険
か
ら
、
国
民

健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
移
っ
た

・・
市
外
の
介
護
保
険
に
加
入
し

て
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
た

・・
死
亡
し
た

　

平
成
24
年
中
に
支
払
っ
た
国

民
健
康
保
険
料（
税
）、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険

料
の
納
付
済
み
額
を
、
１
月
下

旬
に
、
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得

税
の
確
定
申
告
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
は
、
保
険
料
ご
と
に

別
々
に
送
付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料（
税
）に
つ
い
て

…
医
療
保
険
課
国
民
健
康
保
険
料

係（
☎
21
５
５
５
０
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い

て
…
医
療
保
険
課
福
祉
医
療
係

（
☎
21
５
５
５
２
）

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
…
介
護
保

険
課（
☎
21
５
５
６
４
）

国
民
健
康
保
険
料（
税
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

納
付
済
み
額
を

は
が
き
で
通
知

予
算
額〔
平
成
24
年
度
〕　

約
５

４
７
万
円
（
印
刷
費
・
郵
送
料
）

医療保険＋介護保険の自己負担限度額
■後期高齢者医療制度以外の医療保険に加入している場合

所得区分 70歳未満 所得区分 70歳～ 74歳

上位所得者 126万円 現役並み所得者 67万円

一般 67万円 一般 56万円

区分Ⅰ・Ⅱ 34万円 区分Ⅱ 31万円

区分Ⅰ 19万円

【国民健康保険被保険者の場合】
現役並み所得者：同一世帯に住民税課税所得 145 万円以上の 70
歳～ 74歳の国民健康保険被保険者がいる世帯
上位所得者：世帯員全員の所得の合計が 600万円を超える世帯
区分Ⅱ：世帯主および同一世帯の国民健康保険被保険者全員が住
民税非課税である世帯
区分Ⅰ：世帯主および同一世帯の国民健康保険被保険者全員の所
得が一定以下（年金収入 80万円以下など）の世帯
※国民健康保険以外の医療保険の場合は、所得区分の判定基準が
　異なることがありますので、各医療保険者へ問い合わせてくだ
　さい。

■後期高齢者医療制度に
　加入している場合

所得区分 後期高齢者医療
制度加入者

現役並み所得者 67万円

一般 56万円

区分Ⅱ 31万円

区分Ⅰ 19万円

現役並み所得者：同一世帯に住民税課
税所得145万円以上の後期高齢者医療
制度の被保険者がいる世帯
区分Ⅱ：世帯員全員が住民税非課税で
ある世帯
区分Ⅰ：世帯員全員の所得が一定以下
（年金収入80万円以下など）の世帯
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　このコーナーは、国・県・市または教育委員
会が共催・後援などをするイベント情報を案内
するコーナーです。参加費などの記載のないも
のは無料です。

イベント掲示板

時 1月13日㈰、13:30～　所松阪こども
支援研究センター・体育室（松阪市川井

町690-1）　内 NHK 教育テレビ「ドレミ
ノテレビ」などで人気を博した“ともと

も（山口とも）”さんによる、ガラクタか

らできた楽器を使った家族みんなで楽

しめる音楽会　料大人1,000円、小・中
学生500円
※1月12日㈯まで事前予約を受け付けてい
　ます。（当日入場も可）

ガラクタ音楽会実行委員会・前田さん
（☎090-1417-2351）

ともとものガラクタ音楽会

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内や会員募集
などに利用できるコーナーです。参加費などの記載のないものは無
料です。

みんなの広場

時 1月14日㈷、14:00～　所伊勢商工会議所・5階大ホール
内日本で生まれたオリジナルゴスペル。愛と希望とやすら

ぎをあなたの心にお届けします。ぜひお越しください。　

定 100人

ロバの子ゴスペルクラブ（☎090-9915-6972）

やすらぎの歌　ゴスペルコンサート

時 1月8日㈫・3月5日㈫、13:30～16:00　所縁
えにし

の家（御薗町

高向927）　対本人やその家族、認知症を理解したいと思
う人など　内今！笑顔になってほしいから、たくさんおし

ゃべりをして、その人の状態に寄り添えるように心のリフ

レッシュを目的とします。　定 20人（先着順）　料 1家族
300円　申当日の正午までに桑原さんへ

認知症しゃべり場たんぽぽクラブ・桑原さん（☎24-2171）

話そう、語ろう認知症

時 1月5日㈯、13:30～15:30　所福祉健康センター・2階娯
楽室　対社交ダンスの好きな人　内美しい音楽（著作権消

滅曲を中心）に包まれて、社交ダンスを楽しみます

料 200円

伊勢市老人クラブ連合会芸寿会ダンス部・松月さん（☎28-2319）

新春ダンスパーティー

時とき  所ところ  対対象　内内容
定定員　料料金　　申申し込み

３月１日号＝１月15日㈫
３月15日号＝１月31日㈭

掲載申し込み締め切り

イベント掲示板&みんなの広場
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　神宮式年遷宮による来訪者の増加に向け、交
通ターミナルとしての機能向上と、利用者の交
通安全対策・利便性向上を目的として、平成 24
年 3 月から進められてきた宇治山田駅前広場の
リニューアル工事が完了しました。

宇治山田駅前広場が完成

人の動き
（11月末）

総人口　132,607人（－104人）
世帯数　53,858世帯（－42世帯）
男　性　62,879人（－40人）
女　性　69,728人（－64人）

色とりどりの花卉が並ぶ
か   き

　イオンタウン伊勢ララパークで花卉の品評会
が行われ、バラ・ガーベラ・菊・トルコキキョ
ウなどの伊勢を代表する花々が並びました。
　この品評会は、伊勢の特産物である花卉を市
民の皆さんに知ってもらうとともに、生産者の
生産意欲の向上や産地の発展などを目的に行わ
れたものです。
　色鮮やかに美しく咲き誇る花々で彩られた会
場は、芳しい香りに包まれ、訪れる人たちを楽
しませていました。

11月
下旬

　大地震が発生して津波が襲来することを想定
し、二見町全域で避難訓練が行われました。
　町内一帯に防災行政無線放送が流れると、住
民の皆さんは歩いて高台へと避難を始めました。
この日は約 2,600 人が参加し、多くの人が 30
分以内に避難を完了しました。また、避難先では、
炊き出し訓練や救助用資機材の展示・実演など
が行われました。

二見町で一斉に津波避難訓練11/18

12/1

子どもたちが観光客をお出迎え
　伊勢まつりと同時開催された「第 7 回伊勢っ
子ものしり王選手権」の各部門で優勝した 6 人
の子どもたちが「1 日伊勢っ子案内人」となり、
外宮参道で観光客の皆さんを温かくお出迎えし
ました。
　子どもたちは、「あったかいお茶はいかがです
か～」「伊勢を楽しんでください！」「行ってらっ
しゃい！」などと元気な声で、参道を歩く人た
ちに温かいお茶を振る舞ったり、観光案内のチ
ラシを渡して伊勢の魅力を伝えたりしました。

12/9

リニューアル工事が完了しました。

炊き出し訓練や救助用資機材の展示 実演など
が行われました。

　色鮮やかに美しく咲き誇る花々で彩られた会
場は、芳しい香りに包まれ、訪れる人たちを楽
しませていました。
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時とき　所ところ　対対象　定定員　申申し込み　問問い合わせ先

  予算額〔平成24年度〕 5,155 万 1千円（市主催分のみ）１月の無料相談
法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けて
　いる場合は、相談を受けることはできません。

時 毎週月曜日、13:30～15:30〔１月14
日は祝日のため、15日㈫に行います〕
所広報広聴課（☎㉑5515）
対市内に住所を有する人
定８人（定員を超えた場合は抽選）
申相談日当日の13:15までに広報広聴
課へ来所

時１月10日㈭、13:30～15:30
所小俣保健センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申 12月27日㈭～１月９日㈬に、社会福祉
協議会小俣支所（☎㉗0509）へ来所また
は電話の上、相談日当日の13:15までに来所

時１月17日㈭、13:30～15:30
所社会福祉協議会御薗支所（ハートプ
ラザみその北側事務所棟）

対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申１月10日㈭～16日㈬に、社会福祉協
議会御薗支所（☎㉒6617）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所

消費生活・多重債務
（消費者被害の相談・クレジット・消費者金融など）

時月曜日～金曜日、9:00～12:00・13:00
～16:00
所伊勢市消費生活センター〔市役所本
館・２階〕（☎㉑5717）

【司法書士による多重債務相談】
時１月17日㈭、9:30～11:30
所伊勢市消費生活センター
定４人（先着順）
申１月４日㈮・9:00以降、伊勢市消費
生活センター（☎㉑5717）へ電話

時２月７日㈭、13:30～15:30
所福祉健康センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申１月31日㈭～２月６日㈬に、社会福祉
協議会伊勢支所（☎㉗2425）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所
※１月中に申し込みを開始するため、今月号
　に掲載しています。

交通事故
時１月16日㈬、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）
定４人（先着順）
申相談日当日の8:30～14:30に、広報広
聴課へ来所または電話

時月曜日～金曜日、9:00～16:00
所三重県交通事故相談窓口〔三重県栄
町庁舎・3階〕（☎059・228・7350）

行　政

時１月８日㈫、13:00～15:00
所二見生涯学習センター
問二見総合支所地域振興課（☎421111）

時１月15日㈫、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）

時１月22日㈫、13:00～15:00
所小俣公民館
問小俣総合支所地域振興課（☎㉒7858）

登　記

時１月８日㈫、13:00～16:00（受け付け
は15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

人　権

時 １月10日㈭、13:00～16:00（受け付
けは15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

時火曜日・水曜日・金曜日、9:30～16:30
所津地方法務局伊勢支局（☎㉘6158）

公　証 （遺言・契約証明）

時 １月10日㈭、13:00～16:00（受け付
けは14:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

家庭児童・女性 （児童虐待・DVなど）

時月曜日～金曜日、9:00～17:00
所こども家庭相談センター〔市役所東
庁舎・２階〕（☎㉑5709）

母　子

時月曜日～金曜日、9:00～17:00
所こども課（☎㉑5561）

乳幼児

時月曜日～金曜日、9:00～16:00
所大世古保育所（☎㉕3676）

小・中学生
（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人
関係・学習など）

時月曜日～金曜日、8:30～17:15
所スマイルいせ〔小俣総合支所・３階〕
（☎㉒7867）

【臨床心理士によるカウンセリング（要予約）】
時月曜日～金曜日、9:00～17:00
対小・中学生、保護者

青少年 （非行問題など）

時月曜日～金曜日、8:30～17:15
所青少年相談センター〔小俣総合支所・
２階〕（☎㉒7894）

就　職

時月曜日・火曜日・木曜日～土曜日、9:00
～18:00
所いせ市民活動センター北館（いせシ
ティプラザ）

対 40歳くらいまでの人または保護者、
学校の進路担当教諭

問いせ若者就業サポートステーション
（☎636603）

障がい者・障がい児
（福祉サービスの利用相談・日常生活や就労の
相談支援など）

時毎日、9:30～18:00（土曜日・日曜日・
祝日は16:30まで）
所障害者相談支援センター「ブレス」
（岩渕2丁目4-9、☎⑳6525）〔訪問によ
る相談も可能〕

高齢者在宅介護

時月曜日～金曜日、8:30～17:15
所地域包括支援センター（☎㉑5583）
　 東地域包括支援センター（☎441165）
　 西地域包括支援センター（☎⑳5055）
　 南地域包括支援センター（☎㉑0080）

時毎日24時間対応
所各在宅介護支援センター〔神路園（☎
㉒6012）、双寿園（☎㉓9231）、白百合
園（☎㉗1511）、山咲苑（☎㉓8000）、正
邦苑（☎381800）、みなと（☎350811）、
楽寿苑（☎㉛0050）、二見ふれあいプラ
ザ（☎434423）、小俣（☎㉗1155）〕

心配ごと

時１月９日㈬、13:30～15:30
所小俣保健センター
問社会福祉協議会小俣支所（☎㉗0509）

時１月16日㈬、13:30～15:30
所福祉健康センター
問社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗2425）

時１月23日㈬、13:30～15:30
所・問 社会福祉協議会御薗支所〔ハート
プラザみその北側事務所棟〕（☎㉒
6617）

時１月30日㈬、13:30～15:30
所喜楽荘（二見荘1687-1）
問社会福祉協議会二見支所（☎433994）
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１万人を超える人が
師走の伊勢路を楽しむ
１万人を超える人が
師走の伊勢路を楽しむ
１万人を超える人が
師走の伊勢路を楽しむ
１万人を超える人が
師走の伊勢路を楽しむ
１万人を超える人が
師走の伊勢路を楽しむ

　12月1日㈯と2日㈰、県営総合競技場をメイン会場に
「2012中日三重　お伊勢さんマラソン」が開催されました。
　この日のために練習を積み重ねて参加した人など、
ウォークの部・ランニングの部を合わせて1万人を超える参
加者が師走の伊勢路を満喫しました。また、伊勢志摩物産
展も、多くの参加者と応援者でにぎわいました。

〒516-8601 伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515　FAX 0596-22-9699
パソコン　http://www.city.ise.mie.jp　　
携帯　http://www.city.ise.mie.jp/m/
Eメール　ise-koho@city.ise.mie.jp
印刷　千巻印刷産業株式会社

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔平成24年度予算〕　約2,400万円（24回分）

発行日／平成25年1月1日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課

広報いせ 第108号
伊勢市
携帯サイト

「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。


	広報いせ1月1日.pdf
	電話-広報いせ1月1日.pdf



